
 

 

 

 

 

 

〈記入例〉特定退職金共済制度「退職所得の受給に関する申告書」 

《 さぽ～とさっぽろ以外からも退職手当を受け取る場合 》 

 ＊同じ年に退職手当が当センターを含め２か所以上からあり、当センターの支払が後になる場合 

 ※退職所得の場合、この申告書の提出がないと一時金の 20.42％が所得税として源泉徴収されます 

令和   年分 退職所得の源泉徴収票・特別徴収票  

退職した年を記入（年度ではありません） 
退職者の現住所を記入 

課税年の1月1日時点の住民票登録
住所（現住所と同一であれば「同上」
と記入） 

■A 欄①②③ 
当センターから支払を受ける際の 

内容を記入 

 

①請求書記入の退職年月日を記入 

②「退職の区分」 
・通常は「一般」に○ 

  ・障がい者になったことが直接の基

因で退職した場合は 

「障がい」に○ 

  ・〔 〕に障がいの状態と障がい者手

帳の交付年月日を記入 

  ・障がい者手帳のコピーを提出 

「生活扶助の有無」 
・その年の 1 月 1 日時点で生活保

護法による生活扶助をうけてい

る場合は「有」に○ 

・生活保護受給証明書のコピーを

提出 

・その他は「無」に○ 

③当センターの加入期間を記入 
  ・当制度の加入日（退職金資格取得

日）から退職日まで 

・加入年数は端数月を切上 

■B 欄 
当センターからの支払いと同年に、 

既に他からの退職手当の支払がある

場合や、当センターからの支払が後に

なる場合はその内容を記入 

 

④特定役員等勤続期間の有無 

 必ずどちらかに〇 

⑤「③」と「④」を通算した勤続 

期間を記入 
・就職日から退職日まで 

・勤続年数は端数月を切上 

■C 欄 
(1)～(3)に該当する場合は記入 

■E 欄 
「支払を受けた年月日」 

・退職手当等が支払われた日 

（振込まれた日）を記入 

「退職の区分」 

・A 欄②と同様に選択 

本年中に他にも退職所得の支払いを受けた場合は 

退職所得の源泉徴収票のコピーも添付してください。 
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■B 欄㋐㋑ 

■E 欄㋐～㋓ 
他の退職所得の 

源泉徴収票から 

転記 


